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(57)【要約】
【課題】
　ナビゲーション装置の操作に慣れていないユーザーや
機械操作を苦手とするユーザーにとっては、最初の検索
の後に異なる検索条件を付加して更なる絞込みを行なう
操作は困難であった。また、「ジャンル検索」や「住所
検索」を行なう際にナビゲーション装置または車両の現
在位置に近い住所地を優先的に表示画面の最上位に表示
しても目的地がその住所地に該当しない場合は、改めて
５０音順で表示された住所地の中から目的地の位置する
住所を探さなければならない手間があった。
【解決手段】
　現在位置を含むエリア項目と前記現在位置から距離が
近い他のエリア項目とを表示させる表示制御手段と、前
記表示制御手段により表示されている複数のエリア項目
の中から指定されたエリア項目内にある目的地候補を検
索する目的地候補検索手段と、前記目的地候補検索手段
で検索された検索結果を表示する検索結果表示手段と、
を有することを特徴とするナビゲーション装置。
【選択図】図６
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　現在位置を含むエリア項目と前記現在位置から距離が近い他のエリア項目とを表示させ
る表示制御手段と、
　前記表示制御手段により表示されている複数のエリア項目の中から指定されたエリア項
目内にある目的地候補を検索する目的地候補検索手段と、
　前記目的地候補検索手段で検索された検索結果を表示する検索結果表示手段と、
を有することを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項２】
　請求項１において、
　入力情報に応じて目的地を検索する目的地検索手段を備え、
　前記目的地検索手段による検索結果が所定数以上の場合に、前記表示制御手段による表
示を自動的に行なわせることを特徴とするナビゲーション装置。
【請求項３】
　請求項１において、
　入力情報に応じて目的地を検索する目的地検索手段を備え、
　前記目的地検索手段による検索結果が所定数未満の場合に、前記表示制御手段による表
示を行なわせずに、前記目的地検索手段による検索結果を表示することを特徴とするナビ
ゲーション装置。
【請求項４】
　請求項１または２において、
　前記表示制御手段による表示は少なくとも車両の進行方向により表示することを特徴と
するナビゲーション装置。
【請求項５】
　現在位置を含むエリア項目と前記現在位置から距離が近い他のエリア項目とを表示させ
る表示制御を行い、
　前記表示制御により表示されているエリア項目の中から指定されたエリア項目内にある
目的地候補を検索し、
　前記目的地候補の検索による検索結果を表示すること、
を特徴とするナビゲーション方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明はナビゲーション装置に関するものであり、例えば目的地の検索機能を有するナ
ビゲーション装置に関する。
【背景技術】
【０００２】
　ナビゲーション装置における目的地の位置を検索する手段には、「名称検索」、「住所
検索」、「電話番号検索」、「ジャンル検索」等がある。しかし、これらの検索手段を用
いた場合に検索結果が膨大となり、これらの膨大な検索結果の中から目的地を探すのは効
率的ではなかった。そのため、特許文献１のように例えば施設の名称により検索を行なう
「名称検索」を行なった後に、その検索結果に対して目的地が都道府県のどこに位置する
かの「都道府県検索」や、目的地の施設のジャンルに基づいた「ジャンル検索」が行なわ
れる。このように１回目の検索条件とは異なる種類の検索条件を用いて更なる件数の絞込
みを行なう技術が開示されている。また、特許文献２のように上記「ジャンル検索」や施
設の住所に基づいて検索を行なう「住所検索」を用いる場合に、検索結果の中からナビゲ
ーション装置の現在位置に近い住所地を独立して表示画面の最上位に表示し、この現在位
置に近い住所地と同じ一画面内ではあるが、上記ナビゲーション装置の現在位置に近い住
所地とは別に５０音順で住所地を表示する技術が開示されている。
【特許文献１】特開２００２－１０７１７３号公報



(3) JP 2010-78368 A 2010.4.8

10

20

30

40

50

【特許文献２】特開２００７－９３４５４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００３】
　しかし、ナビゲーション装置の操作に慣れていないユーザーや機械操作を苦手とするユ
ーザーにとっては、最初の検索により目的地の候補数が多く更に絞込みを行なう必要があ
る場合に、ユーザーが自ら絞り込みを行なう画面に切替えて、異なる検索条件により更な
る目的地候補の絞り込みを行なう操作は困難であった。また、「ジャンル検索」や「住所
検索」を行なう際にナビゲーション装置の現在位置に近い住所地を表示画面の最上位に表
示しても目的地がその住所地に該当しない場合は、改めて５０音順で表示された住所地の
中から目的地の位置する住所を探さなければならない手間があった。本発明は、上記の課
題を解決するためになされたものであって、ナビゲーション装置の操作に不慣れなユーザ
ーであっても目的地を容易に検索できるようにすることを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　本発明では、現在位置を含むエリア項目と前記現在位置から距離が近い他のエリア項目
を表示させる表示制御手段と、前記表示制御手段に表示されているエリア項目の中から指
定されたエリア項目内にある目的地候補を検索する目的地候補検索手段と、前記目的地候
補検索手段で検索された検索結果を表示する検索結果表示手段と、を有することを特徴と
するナビゲーション装置が提供される。
【０００５】
　これにより、目的地検索を行なう場合に通常その目的地の位置がナビゲーション装置ま
たは車両の現在位置の都道府県や市町村等のエリアや、ナビゲーション装置または車両の
現在位置から近隣の都道府県や市町村等のエリアの範囲内であることが多いため、ユーザ
ーは目的地の検索を迅速かつ容易に行なえる。
【０００６】
　また、本発明では入力情報に応じて目的地を検索する目的地検索手段を備え、前記目的
地検索手段による検索結果が所定数以上の場合に、前記表示制御手段による表示を自動的
に行なわせることを特徴とするナビゲーション装置が提供される。
【０００７】
　これにより、目的地候補数が多い場合にナビゲーション装置または車両の現在位置のエ
リアや、ナビゲーション装置または車両の現在位置から近隣のエリアに絞った検索画面が
自動的に表示されるため目的地候補の絞り込みの操作に不慣れなユーザーであっても、容
易に操作できる。
【０００８】
　また、本発明は入力情報に応じて目的地を検索する目的地検索手段を備え、前記目的地
検索手段による検索結果が所定数未満の場合に、前記表示制御手段による表示を行なわせ
ずに、前記目的地検索手段による検索結果を表示することを特徴とするナビゲーション装
置が提供される。
【０００９】
　これにより、目的地候補数が少ない場合はナビゲーション装置または車両の現在位置の
エリアや、ナビゲーション装置または車両の現在位置から近隣のエリアに絞った検索を行
うことなく、目的地の検索結果を表示するのでユーザーの検索の操作回数を低減できる。
【００１０】
　また、本発明は前記表示制御手段による表示は少なくとも車両の進行方向により表示す
ることを特徴とするナビゲーション装置が提供される。
【００１１】
　これにより、車両の進行方向に応じたエリアに絞って表示することでユーザーは目的地
の検索を容易に行なえる。
【発明の効果】
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【００１２】
　本発明は、ナビゲーション装置の操作に不慣れなユーザーであっても目的地を容易に検
索することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００１３】
　本発明を実施するための最良の形態について、以下図面を参照しながら説明し、これを
第１の実施形態とする。
[第１の実施形態]
　図１は、ナビゲーション装置２の構成を示す。本実施形態のナビゲーション装置２はデ
ィスク再生部２１と、メモリーカード再生部２２と、ＴＶ受信部２３と、ラジオ受信部２
４と、ディスプレイ２５と、ＧＰＳ（Ｇｌｏｂａｌ　Ｐｏｓｉｔｉｏｎｉｎｇ　Ｓｙｓｔ
ｅｍ）情報受信部２６と、操作部２７と、通信部２８と、これらと電気的に接続される制
御部２０と、を備える。
【００１４】
　ディスク再生部２１は、ＣＤやＤＶＤ等の光ディスクに記録されているコンテンツを再
生し、ＣＤ／ＤＶＤデッキを備える。メモリーカード再生部２２は、ＵＳＢ（Ｕｎｉｖｅ
ｒｓａｌ　Ｓｅｒｉａｌ　Ｂｕｓ）メモリ、ＳＤ（Ｓｅｃｕｒｅ　Ｄｉｇｉｔａｌ）メモ
リーカードといったナビゲーション装置に着脱可能な移動型記憶媒体に格納されているコ
ンテンツを再生する。ＴＶ受信部２３は、ＤＴＶ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｔｅｌｅｖｉｓｉｏ
ｎ）放送やワンセグ放送等のテレビジョン放送を受信し、既存のチューナを備える。ラジ
オ受信部２４は、ＦＭ放送、ＡＭ放送、ＶＩＣＳ(Ｖｅｈｉｃｌｅ　Ｉｎｆｏｒｍａｔｉ
ｏｎ　ａｎｄ　Ｃｏｍｍｕｎｉｃａｔｉｏｎ　Ｓｙｓｔｅｍ)情報等を受信し、既存のチ
ューナを備える。
【００１５】
　ディスプレイ２５は、表示手段に相当し、目的地を検索する検索手段選択画面や、地図
情報と共にナビゲーション装置または車両の現在位置を表示する。ＧＰＳ情報受信部２６
は、ＧＰＳ情報を受信するもので図示しないＧＰＳ用受信アンテナに接続されている。操
作部２７は、ユーザーの操作に応じて、操作ボタンに対応する電気信号を制御部２０へ送
信するもので、ディスプレイ２５の表示画面に透明電極で形成されたタッチスイッチおよ
びディスプレイ２５の周囲に設けられた固定のハードスイッチからなる。また、操作部２
７は、ナビゲーション装置２に一体的に設けられているが、遠隔操作を可能とするリモー
トコントローラであってもよく、あるいは両者を併用してもよい。通信部２８は、携帯端
末等の機器との通信を行なう。通信の方法は有線、無線を問わず行なわれる。
【００１６】
　制御部２０は、表示制御手段、目的地候補検索手段、目的地検索手段に相当する。表示
制御手段は、上記ディスプレイ２５のような表示手段に表示される表示内容の制御を行な
う。具体的には、目的地を検索するための都道府県検索または市町村検索を自動的に表示
させたり表示を制限する制御等を行なう。目的地候補検索手段は、最初に実施した検査手
段（例えば、名称検索）により目的地を検索した後に、更なる検索手段（例えば、上記都
道府県検索や市町村検索）により、選択された都道府県や市町村等のエリアの中から目的
地候補を検索する手段である。また、目的地検索手段は、上記のように名称検索等により
目的地を検索する手段をいう。なお、制御部２０は、ＣＰＵ（Ｃｅｎｔｒａｌ　Ｐｒｏｃ
ｅｓｓｉｎｇ　Ｕｎｉｔ）と、メモリ等を含むコンピュータとコンピュータ上で実行され
るプログラムによって実現される。
【００１７】
　次に、本実施形態の目的地検索の処理フローを図２に示す。この処理は制御部２０が行
なう。また、図２の各処理に対応してディスプレイ２５に表示される表示画面を図３～図
８に示す。図３はナビゲーション装置または車両の現在位置や進行方向等を地図データ上
に表示した表示画面である。現在位置表示用マーカー４０１はナビゲーション装置または
車両の現在位置を表示し、ナビゲーション装置を備えた車両が矢印の方向に進行している
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こと示している。時計表示部４０２は現在時刻を示している。メニューボタン４０３が選
択されると図示しない設定画面に切り替わり、ナビゲーション装置の基本設定や、ＶＩＣ
Ｓ等の受信設定がユーザーにより行なわれる。目的地ボタン４０４を選択すると本件実施
形態の目的地検索の処理を行なう。この機能の詳細は後述する。
【００１８】
　周辺ボタン４０５が選択されると、自車位置から距離的に近い順序で施設を検索する。
具体的には周辺ボタン４０５を選択すると図示しないコンビニエンスストアやガソリンス
タンド等の施設選択画面が表示され、その中から例えばコンビニエンスストアを選択する
と、表示されている地図上にナビゲーション装置または車両の現在位置から距離的に近い
順序で施設、即ちコンビニエンスストアを複数表示する。表示されたコンビニエンススト
アのうちいずれかを選択すると、図３の表示画面上にナビゲーション装置または車両の現
在位置から、選択したコンビニエンスストアまでの経路が表示され、ユーザーはこの経路
に沿って車両を進行させることで選択したコンビニエンスストアに到着できる。
【００１９】
　自宅ボタン４０６を選択すると、図３の表示画面上に予め位置登録されている自宅まで
の経路が表示され、ユーザーはこの経路に沿って車両を進行させることで自宅に到着でき
る。
【００２０】
　方位磁石マーク４０７は東西南北の方位を示す。拡大／縮小ボタン４０８が選択される
と表示画面上の地図の拡大または縮小を行なう。本実施例では４００ｍスケールで拡大ま
たは縮小を行なうが、スケールの設定については変更できる。
【００２１】
　本実施形態における目的地検索処理について詳述する。図３の表示画面で目的地ボタン
４０４を選択すると（図２に示すS３０１がYes）、図４に示す複数の検索手段を示す画面
、即ち検索手段の画面が表示される（Ｓ３０２）。なお、目的地ボタンを選択しない場合
（S３０１がNo）は目的地検索処理を終了する。図４に示す複数の検索手段の中から名称
検索ボタン５０１を選択すると、場所や施設の名称により検索を行なう画面が表示される
。住所検索ボタン５０２を選択すると、図示しない住所地に基づいて検索を行なう画面が
表示される。ジャンル検索５０３を選択すると、図示しない場所や施設のジャンルの種類
によって検索を行なう画面が表示される。例えば、遊園地や銀行等の施設のジャンル項目
を備えた画面が表示される。電話番号検索５０４を選択すると、図示しない施設や建物等
の電話番号に基づいて検索を行なう画面が表示される。
【００２２】
　スクロールバー５０５を操作すると図４の表示画面上には表示されていない検索手段が
画面上に表示される。もどるボタン５０６を選択すると１つ前の画面、即ち図３に示す画
面に戻る。なお、画面上のボタンやスクロールバーは、ユーザーの指によるタッチ操作や
リモコンやナビゲーション装置に固定のハードスイッチ等を用いた操作により選択する。
【００２３】
　次に、上記複数の検索手段の中から名称検索ボタン５０１が選択された場合（Ｓ３０３
がYes）について詳細に述べる。なお、何ら検索手段が選択されない場合（S３０３がNo）
は、検索手段が選択されるまで図４に示す検索手段選択画面が表示されたままとなる。
【００２４】
　名称検索ボタン５０１が選択されると、図５に示す検索情報入力画面を表示する（Ｓ３
０４）。ユーザーが入力ボタン６０１により検索情報として目的地の名称を入力すると、
入力された名称が入力表示部６０２に表示される。また、ひらがな／カタカナボタン６０
３または英数ボタン６０４を選択すると、画面上の入力ボタン６０１の文字の種類がひら
がなやカタカナ、英数字に変更される。なお、入力したひらがな、またはカタカナ等を漢
字に変換するボタンを設けてもよい。
【００２５】
　修正ボタン６０５を選択すると入力された文字を消去する。例えば、修正ボタンを１回
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選択すると、入力された文字を１文字消去する。目的地の名称が入力された後、検索ボタ
ン６０６を選択すると、制御部２０が目的地の名称を受付ける（Ｓ３０５）。受付後、制
御部２０は目的地候補を検索する（Ｓ３０６）。なお、もどるボタン６０７を選択すると
１つ前の画面、即ち図４に示す画面に戻る。
【００２６】
　上記目的地候補の検索の結果、目的地候補が所定数以上の場合（Ｓ３０７がYes）は、
更に絞り込みを行なうために、制御部２０は自動的に都道府県等の所定のエリアに基づい
た住所検索を画面上に表示させる（S３０８）。即ち、図６に示す都道府県検索画面を表
示する。このS３０８の処理が表示制御手段に相当する。ここで、目的地候補の所定数以
上とは、例えば目的地の検索結果を１画面内で表示する場合に、１画面内に表示されてい
る検索結果の内容の全てが切替わる画面遷移の操作をユーザーがストレスを感じる程度の
候補数以上をいい、例えば１画面内に１０件の目的地の候補数が表示される場合に、４回
以上の画面遷移を行なう必要がある候補数（例えば候補数が４０件以上）をいう。そして
、都道府県検索画面に表示される都道府県とは、例えばナビゲーション装置または車両の
現在位置の都道府県とこの現在位置から距離が近い都道府県が含まれる。ここで、距離が
近いというのは、ナビゲーション装置または車両の現在位置の県とそれに隣接する県、さ
らに隣接する県の場合を含み、または同じ地方（例えば、近畿地方や中国地方等）の場合
や同じ地方と隣接する県を含む。
【００２７】
　具体的な例を記載するとナビゲーション装置または車両の現在位置を兵庫県とすると、
図６に示すようにエリア項目７０１の各項目としてナビゲーション装置の現在位置である
兵庫県（網掛けの項目）を表示画面の中心に配置し、兵庫県から距離が近いその周辺の都
道府県の京都府、大阪府、岡山県、鳥取県を上下に配置している。
【００２８】
　また、各都道府県の表示方法は上記の表示に限られず、例えば、車両の進行方向もパラ
メータとして設定し、車両の現在位置や進行方向に応じて図６に示す表示画面の上下のい
ずれかに配置し、進行方向で距離的に近いの都道府県のエリア項目を併せて表示する。具
体的には、兵庫県が現在位置で進行方向が東の方向である場合は、一画面に表示される５
つのエリア項目を上から滋賀県、奈良県、京都府、大阪府、兵庫県としてナビゲーション
装置または車両の現在位置である兵庫県の次に距離的に近い大阪府、京都府等の並びに表
示して、かつ車両の進行方向の都道府県を表示する。なお、図示しない和歌山県や三重県
などの近隣の県は表示画面をスクロールさせると表示する。また、周辺のエリア項目のう
ち入力表示部７０２に示す目的地候補が存在しないエリア項目があれば、そのエリアにつ
いては画面上に表示しない、または画面に表示しても選択できないようにしてもよい。
【００２９】
　これにより、車両の進行方向に基づいてエリア表示を行い、目的地とする割合が高いエ
リアの選択が可能となるため、より一層目的地検索が容易となる。これはユーザーが目的
地を設定する場合は自車が位置する場所の都道府県内を移動する場合が多く、移動距離が
長いといっても移動はせいぜい隣接する都道府県までの目的地設定においても効果を発揮
する。
【００３０】
　スクロールバー７０３が選択されると図６の表示画面に表示されていないエリア項目を
画面表示する。さらに、指定なしボタン７０４が選択されると都道府県検索による目的地
候補の絞り込みを行なわず、上記所定数以上の目的地候補を全て表示する。
【００３１】
　都道府県検索画面により目的地の位置する都道府県（エリア項目）を選択する（S３０
９がYes）と、選択された都道府県を検索条件としてさらに目的地候補を絞り込む検索を
行なう（S３１０）。このS３１０の処理が目的地候補検索手段に相当する。そして、検索
結果として図７に示すように目的地候補８０１を表示する（S３１１）。このS３１１の処
理が検索結果表示手段に相当する。なお、いずれかの都道府県（エリア項目）を選択しな
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い場合（S３０９がNo）は、いずれかの都道府県が選択されるまで、図７に示す都道府県
検索画面が表示されたままとなる。
【００３２】
　図７に示す複数の目的地候補は入力表示部８０２の名称に基づいて検索されたものであ
り、上記名称を一部に含むものを目的地候補としているが、これ以外にも名称の完全一致
や名称の前、または後で所定の文字の一致を条件とするようにしてもよい。なお、目的地
候補の表示順序は上記の都道府県検索における都道府県の表示順序のように、ナビゲーシ
ョン装置または車両の位置を中心として距離的に近い順序で上下に目的地候補を表示した
り、ナビゲーション装置または車両の現在位置や車両の進行方向に基づいて、表示の順序
を決定してもよい。
【００３３】
　スクロールバー８０３を選択すると図８の表示画面に表示されていない他の目的地候補
を画面上に表示する。また、もどるボタン８０４を選択すると１つ前の画面、即ち図６に
示す画面に戻る。
【００３４】
　目的地候補の中から目的地を選択する（S３１２がYes）と目的地が決定され（S３１３
）、制御部２０が現在地から目的地までの経路を探索する。その結果、図３に示すように
現在地から目的地までの経路が設定され、ナビゲーション装置または車両の現在位置とと
もに表示される（S３１４）。なお、いずれかの目的地候補が選択されない場合は、いず
れかの目的地候補が選択されるまで図７の目的地候補選択画面が表示されたままとなる。
【００３５】
　以上により、目的地候補が所定数以上の場合、自動的にかつ段階的に目的地候補を絞り
込むための検索画面が表示されるので、迷わずに目的地を設定することができる。これは
ナビゲーション装置の機能が多数ある中でユーザーが取扱説明書等のナビゲーションの機
能説明を参照しなくとも利用したい機能を利用する場合に効果を発揮する。
【００３６】
　また、名称検索において、検索結果となる目的地候補が所定数未満の場合（S３０７がN
o）は上記名称検索の後に都道府県検索画面は表示せずに、Ｓ３０６に示す目的地検索手
段によって検索された結果として、上記図７に示すように目的地候補を表示する。これに
より、目的地候補が上記所定数未満の場合にはユーザーが目的地を探すのに画面遷移を行
なう回数を少なくできる。そのため、最初の検索手段（名称検索）の後に、別の検索手段
（都道府県検索）を自動的かつ段階的に用いなくとも、表示された目的地候補の中から目
的地を迷わずに選択できる。
【００３７】
　なお、これまでは検索手段として名称検索を選択した場合について述べたが、名称検索
以外の検索手段にも本実施例は適用できる。例えば、ジャンル検索の場合は、名称検索で
は名称検索選択後に検索情報である場所や施設の名称を入力する処理に替えて、図示しな
い目的地施設のジャンルを選択する処理を行なう。そして、これ以降の処理はジャンル検
索用いた場合もこれまで述べた名称検索における処理と同一となり、同様の効果が得られ
る。
【００３８】
　上記実施形態によると、ユーザーが目的地として設定する目的地はナビゲーション装置
または車両の現在位置から距離が遠いよりはむしろ、ナビゲーション装置または車両の現
在位置の都道府県またはその周辺の都道府県までのエリア内に存在する場合がほとんどで
ある。そのため、検索の度にナビゲーション装置または車両の現在位置から距離が遠いエ
リア（上記の例によれば、ナビゲーション装置または車両は兵庫県を現在位置とするのに
、都道府県検索の選択は北海道や青森県等の地図表示の北の方向から始まる）から表示さ
れた画面をスクロールして画面切換えを行なう煩わしさを解消できる。また、目的地候補
が所定数以上の場合に自動的に都道府県検索画面を表示することで、ナビゲーション装置
の操作に慣れていないユーザーが自動的に、かつ段階的に表示される複数の検索手段を利
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用することができ、容易に目的地を検索することができる。
【００３９】
　次に第２の実施形態について説明する。なお、第１の実施形態と同一の構成部分につい
ては説明を省略する。
[第２の実施形態]
　図８は都道府県検索画面の別の実施形態であり、上記図６に示す都道府県検索画面と比
較すると、ナビゲーション装置または車両の現在位置の都道府県とその周辺の都道府県の
表示形式が異なる。上記図６ではエリア項目の中でナビゲーション装置または車両の現在
位置となる都道府県を表示する項目中のユーザーにとって視認できる位置となる中央に設
けてあり、ナビゲーションまたは車両の現在位置から距離的に近い都道府県を上下に配置
する構成であるのに対して、図８に示すナビゲーション装置は現在位置を兵庫県とした場
合に、車両が都道府県検索時点までに進行している方向に基づいて、その進行方向に応じ
た方向の都道府県を表示する構成である。また、表示の形式を地図形式にした点も図６の
エリア項目の表示とは異なる点である。なお、上下左右のスクロールバーにより、画面を
遷移できる。
【００４０】
　車両の進行方向の決定は目的地検索を行なう以前の所定時間に車両が移動した方向から
制御部２０によって予測される。または、ユーザーがナビゲーション装置または車両の現
在位置と車両が進行する方向を手動で入力してもよい。このように、車両の進行方向に基
づいてナビゲーションまたは車両の現在位置の都道府県や周辺の都道府県を実際の地図形
式として表示することで、ユーザーは地図形式で視覚的にエリア選択を行なうことができ
るため、目的地の検索を迷わずに行なうことができる。
【００４１】
　また、上記実施の形態で説明した都　道府県検索のかわりに市町村ごとにエリア項目を
定めて、この市町村のエリア項目により検索を行なう市町村検索を用いてもよい。さらに
、都道府県検索を行なった後にまだ所定数以上の目的地候補がある場合に、市町村検索を
用いてもよい。このような検索条件を用いることにより、更なる目的地候補の絞り込みを
行なうことができ、ユーザーは目的地検索を迷わず、容易かつ迅速に行なうことが可能と
なる。
【００４２】
　さらに、上記市町村検索の表示形式は、上記都道府県検索の場合と同じようにナビゲー
ション装置または車両の現在位置の都道府県と、距離的に近い都道府県をエリア項目とし
て表示する形式や、車両の進行方向に応じて表示する形式としてもよい。
【図面の簡単な説明】
【００４３】
【図１】ナビゲーション装置の構成図
【図２】目的地検索の処理フローチャート
【図３】ナビゲーション装置の現在位置と進行方向を示す表示画面
【図４】検索手段選択画面
【図５】目的地入力画面
【図６】都道府県検索画面１
【図７】目的地選択画面
【図８】都道府県選択画面２
【符号の説明】
【００４４】
２　　ナビゲーション装置
２１　　　ディスク再生部
２２　　　メモリーカード再生部
２３　　　TV受信部
２４　　　ラジオ受信部
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２５　　　ディスプレイ
２６　　　GPS情報受信部
２７　　　操作部
２８　　　通信部
２０１　　再生処理部
２０２　　目的地候補受付部
２０３　　コード変換部
２０４　　経路探索部
２０５　　メモリ
４０１　　現在位置表示
４０２　　時計
４０３　　メニューボタン
４０４　　目的地ボタン
４０５　　周辺ボタン
４０６　　自宅ボタン
４０７　　方位磁石
４０８　　拡大／縮小ボタン

【図１】 【図２】
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【図３】 【図４】

【図５】

【図６】

【図７】

【図８】
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